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研究要旨 

 幹細胞治療における被験者保護の観点から、無限の分裂能をもつ多能性幹細胞

由来細胞移植の安全性試験とりわけ腫瘍形成能の評価が重要である。当研究課題

は、iPS細胞等多能性幹細胞由来分化細胞の造腫瘍性試験であり、iPS細胞由来ド

ーパミン(DA)産生細胞、神経幹細胞、心筋細胞の造腫瘍性試験を実施し、各案件

開発者に試験デザインと結果をfeed backすることを目的とした研究課題である。

  加えて、iPS細胞等多能性幹細胞で未知なる目的外分化細胞が出現した際におい

て、新規移植細胞生体内動態評価systemを開発することは、細胞の転移性試験や

長期造腫瘍性試験を実施する上で重要な開発toolとなりえる。当研究課題では、こ

れらローブ・ラベリング技術の開発を通じた新規研究・産業分野の開拓を目指す

ものである。 平成25年度では、各種移植案件における基盤形成を目的とし、脳-

線条体移植に要する物品確保と技術習得を図るとともに、造腫瘍性を有する陽性対

照としてU251細胞（アストロサイトーマ: JCRB細胞バンク）を用いた移植部位の

造腫瘍性感度試験を実施するために、U251細胞1.0 x 101 ～ 1.0 x 105 個をNOG

マウスの線条体に移植し、3ヶ月、6ヶ月、12ヶ月と経過観察中である。また、新規

移植細胞生体内動態評価systemを開発としては、移植後の細胞の移植部位におけ

る定着や他の臓器への移動の有無を調べるために、ルシフェラーゼ高発現ベクター

の構築および発現安定株4T1-Luc細胞の樹立を確認した。 

長期造腫瘍性試験における技術構築、ルシフェラーゼ高発現細胞株の樹立、移植

細胞の定着および移動のためのラベリング技術開発等の技術基盤ができた。 


